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あづち・はちまんふるさと検定 勉強会３ 20240825

本 能 寺 の 変 の 謎

－ 事件の背景と黒幕諸説を考える－

滋賀県立安土城考古博物館

学芸課主幹 髙 木 叙 子

はじめに －いったい何が問題なのか？－

刑事事件としてはまったく問題ない「殺人事件」⇒ すでに解決済み

被害者：織田信長・信忠（死亡） 実行犯：明智光秀（のち死亡）

犯行日時：天正10年(1582)６月２日未明

犯行現場：京都市中本能寺（蛸薬師通・油小路通あたり）

わからないのは「動機」のみ

＊「動機」と「黒幕」探しに躍起になるＴＶ番組・雑誌等 … ワイドショー的興味

＊研究者サイドは、変の背景が「歴史的必然」なのか「偶然」なのかを見定めようとする

⇒ 両者と一般興味が渾然となって、今の状況を作っている

(1) 本能寺の変に至る経緯 －信長の天下統一事業の展開－

尾張国守護代（下四郡）織田氏に仕える三奉行の家に生まれた信長

永禄２年(1559) 岩倉城の織田信安を逐い、尾張をほぼ手中にする。

永禄10年(1567) 稲葉山城の斎藤龍興を落城させる（美濃も領国に組み込む）。

永禄11年(1568) 足利義昭を伴って上洛し、義昭を将軍に据える。

元亀元年(1573) 元亀争乱はじまる（対浅井朝倉氏・本願寺・三好三人衆・武田氏）。

元亀４年(1573) 足利義昭が離京。浅井・朝倉氏が滅亡し元亀争乱終焉。

天正３年(1575) 越前一向一揆殲滅。長篠合戦で勝利。従三位権大納言兼右近衛大将。

家督を信忠に譲り尾張・美濃を与える（戦国大名の地位を譲る）。

天正４年(1576) 安土城築城開始。足利義昭が備前鞆に移座。

大坂本願寺：４年４月再挙兵。８年の講和まで籠城戦《佐久間信盛・塙直政》

中国方面：中国は４年５月に毛利氏が敵対宣言《羽柴秀吉》。丹波・丹後《明智光秀》

北陸方面：４年６月に上杉謙信が反信長勢力に加わる《柴田勝家》。

甲信方面：長篠戦勝後も引き続き。10年３月の武田氏滅亡で終焉《織田信忠》

関東方面：10年３月より関東八州御警護。上野方面《滝川一益》。

四国方面：８年までは明智光秀が取次。三好氏が降ると信長は方針変換。対長宗我部。

本能寺の変 … 天正10年(1582)６月２日未明

毛利攻め支援出陣のため上洛していた信長・信忠を、明智光秀が襲撃

⇒ 信長は本能寺で討たれ、妙覚寺の信忠は誠仁親王を避難させて二条御所で討死

６月13日、中国から引き返してきた秀吉と光秀が山崎で合戦。敗戦後の逃亡中に光秀死去。
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(2) 「本能寺の変」評価の変遷

不可解な事件の「動機」づけ

江戸時代：崇拝させられる家康・庶民の人気者秀吉 ⇔ 全く人気のない信長（横暴・残虐）

… 儒教思想の影響 本能寺の変はこんな信長に対する怨恨が原因とされる

※要するに信長と光秀の「個人的問題」

1958年 高柳光寿『明智光秀』（吉川弘文館）

実証主義史学の手法により、怨恨説・陰謀露見説の根拠を再検討し、否定し去る

（各説の根拠は全て二次資料以下で、歴史論証に耐えられないものだった）

「ではなぜ？」 … 他に原因を求める 「背後に何かあったはず」⇒ 黒幕捜しが始まる

but関連の一次資料は少なく、「歴史学」研究は進展せず ⇔ 小説で諸説

噴出する荒唐無稽な黒幕説 ＝ 朝廷・足利義昭・羽柴秀吉・徳川家康・堺商人等

1990年代「本能寺の変」議論が活発化 … 研究者方面にも波及

※画期は2001年の藤田達生著『本能寺の変の群像』（雄山閣）

本能寺の変を、信長の政権構想の矛盾・破綻、すなわち「歴史的必然」ととらえること

により、歴史研究の一大テーマとして分析俎上に乗せることを可能たらしめた。

当然ながら、一次資料を駆使した論証・論争が行われるようになる。

光秀の動機も同様に、当時の政治状況の分析（事件の背景）に重点が移るようになる。

※安土城考古博物館平成13年度秋季特別展「是非に及ばず－本能寺の変を考える－」

(3) 黒幕諸説を考える

①足利義昭黒幕説（藤田達生）

黒 幕：鞆（備前国）で毛利氏の庇護を受けている足利義昭が光秀に指示して変をおこさせた

与同者：長宗我部元親・上杉景勝・教如・雑賀衆・筒井順慶・近衛前久・吉田兼見等

根 拠：本法寺文書の「信長討果上は」・覚上公御書集所載「河隅忠清書状」・森家文書

検 証：義昭の鞆幕府がどこまで力を持っていたのか？

「反信長同盟」が実際どこまで成立・機能していたのか？

各根拠資料の日付・内容を含めた信憑性（相手とどこまで認識共有できているのか）

矛盾点：明確に証明できる決定的資料がまだない

光秀が義昭の指示を得ていたのなら、変後の呼びかけになぜそれを掲げないのか？

②朝廷黒幕説（立花京子＋初期の桐野作人）

黒 幕：正親町天皇および誠仁親王を中心とした朝廷が関与

与同者：「反信長神聖同盟」＝近衛前久・吉田兼見・勧修寺晴豊らが光秀を誘って計画

根 拠：正親町天皇譲位問題・信長の任官辞官問題（含三職推任）・暦制問題・馬揃の圧力・

信長の自己神格化と天皇との関係・前久や兼見の不可解な行動 etc.
検 証：基本的論点は、信長と朝廷との間の緊迫関係の有無。

上記の各証拠を検証しても、両者に基本的な確執は確認できない。むしろ融和・依存。

信長は官位官職への固執はうすい？ 自己神格化は本当にあったのか？

矛盾点：信長が三職推任をじらす理由が無い。本能寺の変実行日を誠仁親王は知らなかった。
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③その他黒幕諸説

教如首謀説（小泉義博）・イエズス会関与説（後の立花京子）・秀吉黒幕説 などなど

少しでも可能性のありそうな人物・勢力すべてが挙げられるに至るが、

万人が納得できる、もしくは不確定要素を払拭できる説はいまだ登場していない。

④光秀単独謀反説（桐野作人・堀新・藤本正行・鈴木眞哉・小島道裕）

計画・実施は光秀が単独で行った … 信長を殺せる状況が突然浮上したことが引き金

＊黒幕説はいずれも資料解釈や論証のどこかに無理がある（どちらとも取れる資料も多）

＊クーデター（信長暗殺）は成功したのに、誰も動かない（もしくは受動的）。

⑤四国説 ← 最近の最有力動機？

信長の四国政策の方針転換が、光秀を追い詰めたのか？

長宗我部元親の四国統一を承認 … 交渉窓口は光秀（天正３年以前から）

⇒ 天正８年に阿波三好が臣従したことで、窓口が秀吉に奪われる？

【結局、犯行の動機は？】

※ 性格の不一致 ⇒ あり得るかも △

ただし、「信長＝横暴・酷薄」「光秀＝神経質・常識人」は要検討

※ 天皇をないがしろにしたことに危機感 ⇒ 朝廷と信長の関係の現状認識ではムリ ×

※ 光秀野望説 ⇒ 当時の年齢や言動を考えれば可能性薄い ×

※ 信長の暴力や非道な仕打ちに対する怨恨 ⇒ 根拠資料の信憑性ゼロ ×

※ 信長の四国対策転換に伴う苦悩・不安 ⇒ 実際に光秀ぬきで四国方面軍渡海直前 ○

※ 領地没収と出雲・石見国替 ⇒ 根拠の信憑性がなく実際に没収もされていない △

おわりに －近年の傾向－

研究者（と一部の真摯な人々） 小説・ドラマ・マスコミ・一部出版社

良質の一次資料を駆使して「わかりうる」 ⇔ 売上増や視聴率増加を目的とした一方的・

真実を追究する姿勢が定着しつつある 扇動的情報提示がエスカレート

⇒ 変わりゆく戦国時代像・信長像 ⇒ 刹那的で無責任なイメージが拡散

これらの被害を最も受けていると思われるのが、「織田信長」「本能寺の変」

⇒ 視聴者・読者は、それらの情報をきちんと見極める必要がある

《参考文献》 ※一般に手に入りやすい単行本に絞っています

藤田達生『本能寺の変の群像－中世と近世の相剋－』（雄山閣 2001年）

谷口克広『検証本能寺の変』（2007年 吉川弘文館）

金子拓『織田信長〈天下人〉の実像』（講談社現代新書 2014年）

藤田達生編『織田政権と本能寺の変』（塙書房 2021年）

滋賀県立安土城考古博物館『室町最後の将軍－足利義昭と織田信長－』（平成22年）



信長・光秀関係年表

元 号 年 西暦 徹 田 信 長 明 智 光 秀

光秀誕生か?(67歳没年説 )

光秀誕生か ?(55歳没年説 )

尾張勝幡城主織田信秀の嫡男として誕生。

元服。翌年「武者始」として初陣。

3月 3日 父信秀が病没。織国家の家督を継ぐ。

4月 20日 溝須城を奪って居城とする。

尾張国をほぼ手中に収める。

5月 19日 尾張国桶狭間で、今川義元を討つ。

暗殺された将軍義輝の弟から上洛供奉要請を受ける。 9年以前、高島郡田中城に範城していたという。

美濃攻略。岐阜を居城とする。天下布武印使用開始。越前の足利義昭に足軽衆として仕える力?

9月 足利義昭を伴つて上洛。以後、幕政に加わる。 義昭と信長の仲介をするという。信長と義昭に両属。
2月 北伊勢攻略。 正月二好二人衆が義昭を襲撃。光秀らが防戦c

5月 越前朝倉氏討伐に出発。浅井長政が離反。

6月 28日 姉川の戦い。

9月 本願寺顕如が反信長の檄文を発する。

信長、近江南郡に部将を配置する(宇佐山に森)。

姉川合戦に参加。大坂にも出陣。将軍城を任される。

9月 森可成が討死。光秀が宇佐山城主となる。

9月 延暦寺焼き討ち。 延暦寺焼討に従軍。志賀郡を与えられる。

この年、比叡山領の処理を巡つて足利義昭と対立ヵ。

2月 足利義昭が信長に対して挙兵。4月 に降伏。
7月 義昭が再度挙兵、敗北して京都を逐われる。

3月 朝倉氏を減ぼす。次いで浅井氏を滅ぼす。

義昭を離れ信長直属の家臣となる。

天下所司代となったホ寸井貞月券の補佐を務める。

1月 越前一向一揆勃発。

9月 伊勢長島の一向一撲を舞l'減する。

娘を細川忠興・織田信澄に嫁する約束をする。

摂津・河内方面で三好軍や一撲と戦う。

5月 長篠の戦い。武田勝頼軍を大破する。

7月 天皇より勧められた官位官職を辞退する。

8月 越前一向一揆征伐。10月 、大坂本願寺と講和。

11月 7日 従三位権大納言兼右近衛大将に叙任。

11月 28日 家督を嫡男信忠に譲る。

6月 、信長に丹波攻略を命じられる。

信長の奏請で日向守に任官し、惟任姓を授かる。

越前一向―揆討伐に従軍し、加賀まで進軍。

丹波攻め本格化。丹波黒井城を包囲。

この頃、土佐の長宗我部元親との伸介役を担う。

近江国安土に移り、築城を開始する。

4月 大坂本願寺との講和が破れ、戦闘再開へ。

5月 毛利輝元が信長に敵対を表明。

八上城の波多野氏が背き、光秀の丹波攻めは頓挫。

大坂本願寺攻めに出陣。陣中で発病し、治療。

羽柴秀吉に播磨平定を命じる。

3月 柴田勝家を加賀に派遣し上杉謙信に備える。

2月 紀伊雑賀攻めに従軍。

10月 信長に背いた松永久秀の討伐に参戦。

10月 荒木村重が本願寺と通じ、信長に背いて挙兵。

3月 再び丹波出陣を命じられる。

本願寺攻撃、荒木征伐、播磨・丹波攻めなどに奔走。

安土城天主が完成し、信長が天主に移るc

5月 城下浄厳院で安土宗論を行なう。

6月 丹波八上城を落とす。波多野氏を滅ぽず。

10月 丹波・丹後を平定し終え、信長に報告。

大坂本願寺を降し、講和を結ぶ。 「近畿管領」的役割を担うようになる。

正月に安上で、2月 に京都で盛大に馬櫛を挙行。

9月 伊賀国を平定する。

2月 の馬拍荀に大和衆と上山城衆を率いて行進する。

丹波・丹後経営で新領地の経営に取り組む。

一■
■
■
■
■
●
一
・

3月 甲斐の武田氏討伐を成し遂げる。
5月 織田信孝を四園方面軍司令官に任じ、出撃を命じる。

6月 2日 本能寺の変勃発、信長討死。

武田攻めに加わるも参戦はなく、信長と富士山遊覧。

安土を訪れた徳川家康の理応役に任じられる。

京都本能寺で主君信長と嫡男信忠を討つ。

6月 5日に安土入城。7日 に朝廷の勅使と面会。

13日 山崎合戦で敗退。逃走中に落命する。
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二
て
御
入
候
。
そ
れ
ゆ

へ
、
す

け
二
、
あ
け
ち
こ
し
申
候
由
申
候
。
山
さ
き
の

か
た

へ
と
こ
こ
ろ
さ
し
候

ヘ
ハ
、
お
も
ひ
の

ほ
か
京

へ
と
申
候
。
我
等

ハ
其
折
ふ
し

い
へ
や
す
さ
ま
御
じ
や
う
ら
く
に
て

候
ま
ゝ
、
い
ゑ
や
す
さ
ま
と
は
か
り
存
候
。

ほ
ん
の
ふ
寺
と
い
ふ
と
こ
ろ
も
し
り

不
申
候
。
人
じ
う
の
中
よ
り
、
馬
の
り
二
人

い
て
申
候
。
た
れ
そ
と
存
候

ヘ
ハ
、
さ
い
た
う

く
ら
介
殿
し
そ
く
、
こ
し
や
う
共
三
二
人

ほ
ん
の
ち
の
か
た

へ
の
り
被
申
候
あ
い
た
、

我
等
其
あ
と
二
つ
き
、
か
た
は
ら
ま
ち

ヘ

入
申
候
。
そ
れ
二
人
ハ
き
た
の
か
た

へ
こ
し
申
候
。

我
等

ハ
ミ
な
み
ほ
り
き
わ

へ
、
ひ
か
し
む
き

二

参
候
。
卜
疵
ざ

へ
出
申
候
、
其
―ょ〈
働
のの
き際
伊
二
、

人

一
人
い
申
候
を
、
其
ま
ゝ
我
等
く
び
と
り
申
候
。

そ
れ
よ
り
内

へ
入
候

ヘ
ハ
、
も
ん
ハ
ひ
ら
い
て

ね
す
ミ
ほ
と
な
る
物
な
く
候
つ
る
。
其
く
ひ

も
ち
候
て
内

へ
入
り
申
候
。
さ
た
め
て
弥
平
次
殿

ほ
ろ
の
衆
二
人
、
き
た
の
か
た
よ
り
は
い

入
、
く
ひ
ハ
う
ち
す
て
と
申
候
ま
ゝ
、
と
う

の
下
へ
な
げ
入
、
を
も
て
へ
は
い
り
候

ヘ
ハ
、

ひ
ろ
ま
二
も

一
人
も
人
な
く
候
。
か
や
は
か
り

つ
り
候
て
、
人
な
く
候
つ
る
。
く
り
の
か
た
よ
り

さ
け
か
ミ
い
た
し
し
ろ
き
き
る
物

湊
候
て
、
我
等
女

一
上人
靴
｝殺
燕
柱
候
ヘ
ハ
、
さ
（む
生ず
ド
ハ

白

き

着

る

）

一人
も
な
く
候
。
う
へ
さ
ま
ｔ
ろ
き
き
る
物

め
し
候
は
ん
由
申

（
候

漆
藤共
、）
れ
提ヽ
虹
〆
ぎ
す
と
ハ

噌
‐よ^ たＦ存
坤
げ
禅
弾
衆 ね
（
、

韓
中
か袴も と
ゃ
『
”
榊
一
坤
一

に
て
も
ゝ
た
ち
と
り
一誰
〓人
柱

畢脚′ヽ候。一厳お^こ牛蛛ぷ坤弾肝］禅‐こひり坤蝉Γし

不
申
、
刀
ぬ
き
、
ぁ
さ
き
か
と

線
ガ韓漸岱担れ′、鴫

榊糾撥
魏
平

文

は
い
り
候
ヘ
ハ
、
か
の
働
峰
て
、
す
き
候
ま
ゝ
う
し
ろ
よ
り

き
り
申
候
。
其
時
共
二
く
ひ
以
上
ニ
ツ
と
り
申
候
。

‐よ（韓つ美併
と
し
て
監
ぼ
く
れ
被
申
候
。

の
ゝ
口
さ
い
太
郎
坊
二
い
申
候
。

玉
襲
範
謎
紳
纂

熱
鶏

腕
Ｔ
と
泳
Ｔ
が
ぬ

一

カ

泌
イ
＞
惨
♂
そ
レ
，

・
が

多

エカ
諄
ｙ
泳
擁
註

膝

乳
窃

み

ち

拶ぼ
先
析
略
移
二
盈

亀

夕

Й
瑯

一
拓

路

移

玲

′
め
・イ″〕
ジ
彿
宅
上

Ｂ
′
牝
静
絵
‰
易
「
じ

″
罷夕

魚

整

み

ち

歩

？

へ

い
ふ
人
候
ハ
ゝ
、
そ

候
ハ
ん
と
存
候
。
其

其
折
ふ
し
、

ハ　
輝
　
一万
　
）

（　
太
　
閤

た

い
こ
れ

ハ
ミ
な
う
そ
に
て

ゆ

ヘ
ハ
、
の
ふ
な
か
さ
ま
二

さ
ま
ひ
ツ
ち
う
ニ

（助
）

尚
以
、
受
衆
御
入
洛
義
御
馳
走
肝
要
候
、
委
細
為
　
上
意
、
可
被
仰

出
候
由
也
、
不
能
巨
細
候
、

如
仰
未
申
通
候
処

二
、

上
意
馳
走
被
申
付
而
示
給
、
快
然
候
、
然
而

其
意
、
可
申
談
候
事
、

河
内
）河
表
御
出
勢
尤
候
、

知
行
等
儀
、
年
寄
以
国
申
談
、　
　
後
々
迄
互
入
魂
難
遁
様
、
■
相
談
事
、

一
、
江
州

日
淡
州
悉
平
均
申
付
、
任
覚
悟
候
、
御
気
遣
有
間
敷
候
、
尚
使

者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

（天
正
十
年
）

六
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
秀

（花
押
）

割
し
平
尉
殿御
返
報

雑
賀
五
土
橋

¬
|

(参考〉明智光秀書状
(「森文書」東京大学史料編纂所影写本)

7
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亀
京
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サ
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メ
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ノ
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ン‐″ノ

天正元年 (1573)11月 5日 ～

友正 4年 (1576)
2月 8日 ～
・ ↓む

、しヽヽとィ‐

11単丙城跡から見た革丙の浦

49 足利義昭御内書 (京都市 本法寺蔵)

ゝ

．ぽ
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純睡
辟霧

共
つ
丁
惣
奪
瑳
令
ｖ′覧
口
例
え
＜

地
ｇ
房
▼
τ
仙

不
久

糸

萩
／
い

簸
紺
痴
毎
耗
獅

年
鶴
⊆勝

斃

妨

ネ
胸
約丞
（
た
／
乏
字
上
避
生
Ч

ふ

ネ
Ｒ

ｋ

率

ｇ
推
涌
ｏ
が
ヤ

砕

方

え
寃

元

進
雰
を

％
亨

髪

睫

麓

賜

″
桜
撃
宝
密
な
髯
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オ琺
款
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際
彦
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争
後
郎
み
滲
φ
覧
幅
浄
守

粂
み
マゑ
賓
彎
抜
修
４

再
學
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後
７ガ，―
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ふ
■
甲
二
一彎

乃
坊

宏

坊

期疑
繁
纂
霧

放
宅
互
薇
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紅
夙
聯
ね
襲
チ
子

迄
ウ
寸

土
И
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必
を
基
紗
み
絹

歓
を
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亨
落
て
閉
権
充
答
偶
急
゛

網
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】
中
ｌ
互
τ
え
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が
欣
り
滲
ぷ

イ
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信
長
と
朝
延
関
係
年
表

天
正
六

天
正
七

信
長
、
禁
裏
修
復
に
着
手

（元
亀
二
年
ま
で
）
。

朝
廷
は
信
長
の
越
前
朝
倉
攻
め
に
対
し
て
戦
勝
祈
願
を
行
う
。

正
親
町
天
皇

の
勅
命
に
よ
り
、
信
長
、
朝
倉
氏

・
浅
井
氏
と
和
す
。

信
長
、
禁
裏
お
よ
び
幕
府
経
済
回
復
の
た
め
洛
中
洛
外
に
段
別

一
升
の
米
を

課
し
、
こ
の
米
の
貸
付
利
息
を
公
用
に
充
て
さ
せ
る
。

正
親
町
天
皇
譲
位
問
題
。
信
長
、
勅
書
を
賜
う
。

信
長
、
正
倉
院
の
名
香

・
蘭
奢
待
を
切
り
取
る
。

越
前

一
向

一
揆
の
陣
中
見
舞

い
に
勧
修
寺
晴
豊
を
勅
使
に
派
遣
。

信
長
、
従
三
位
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
に
叙
任
。
公
家
衆
や
京
中
社
寺
に

広
く
新
地
を
宛
行
う
。

信
長
の
対
大
坂
本
願
寺
戦
に
対
し
、
朝
廷
の
戦
勝
祈
願
。
ま
た
陣
中
見
舞

い

に
勧
修
寺
晴
豊
と
甘
露
寺
経
元
を
勅
使
と
し
て
派
遣
。

信
長
、
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
の
後
内
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

く参考〉○誠仁親王御消息 (畠山記念館蔵)

萬
御
上
洛
の
時

申
候

へ
く
候
、

め
で
た
か
し
く

天
下
弥
静
誰
に

申
付
ら
れ
候
、
奇
特

日
を
経
て
ハ
猶
際
限

な
き
　
朝
家
の
御

満
足
、
古
今
無
比
類

事
候

ヘ
ハ
、
い
か
程
の

官
に
も
任
せ
ら
れ
、

無
由
断
馳
走
申

さ
れ
候

ハ
ん
事
肝
要
候
、　
　
　
。
／
′

餘
り
に
め
て
た
さ

の
ま
ま
、
御
乳
を
も
さ
し

く
た
し
候
、
此

一
包

見
参
に
入
候
、

ズ
墨
引
）
前
右
府
と
の

（花
押
ご

天
正

一
〇

天
正
九

天
正
八

天
正
五

天
正
三

天
正
三

天
正
元

一死
色
雪
死

永
禄

一
二

永
禄
二

〓

永
禄

一
〇

天
文

一
二

一
五
人
三

一
五
人

一

一
五
人
Ｏ

一
五
七
九

一
五
七
八

一
五
七
七

一
五
七
六

一
五
七
五

一
五
七

―四

一
五
七
二

■
五
七

一
！

一
五
七
〇

一
五
六
九

一二
五
六
一人

一
五
六
七

一
五
四
三

西
暦

六 六 五 三  二 一一一　一 八 九 四 一 五一

一

一

一

一
二

一 四 四 九

ハ  ー ュ
一
一エハ

九 一　
一ハ

七 一
四

二

七

二
五 日

暦
制
問
題
。
信
長
、
こ
の
年

の
間
月
の
有
無
に
つ
き
、
濃
尾
の
暦
を
引
き
合

い
に
出
し
て
争
論
と
な
る
。

信
長
の
甲
州
攻
め
に
戦
勝
祈
願
の
祈
祷
を
行

い
、
陣
中
見
舞
の
勅
使
派
遣
ゃ
一

信
長
の
三
職
推
任
問
題
が
生
ず
る
。
勅
使
が
安
土
城
に
遣
わ
さ
れ
る
。

誠
仁
親
王
、
安
土
城
の
明
智
光
秀
に
勅
使
を
遣
わ
す
。

信
長

の
左
大
臣
椎
任
問
題
が
生
ず
る
。

大
坂
本
願
寺
と
の
講
和
に
勅
命
を
請
う
。

荒
木
村
重
討
伐

の
陣
中
見
舞

い
に
勅
使
派
遣
。

信
長
、
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。

信
長
、
突
然
に
右
大
臣
お
よ
び
右
近
衛
大
将
を
辞
任
す
る
。

対
根
来
雑
賀
攻
め
に
対
し
て
天
皇

の
戦
勝
祈
願
が
行
わ
れ
る
。

信
長
、
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
の
後
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

信
長
、
禁
裏
御
料
所

・
山
回
庄
の
回
復
に
尽
力
す
る
。
そ
の
他

の
御
料
所
に

つ
い
て
も
、
そ
の
後
回
復
に
努
め
る
。

信
長
、
美
濃
平
定
に
際
し
て
天
皇

の
綸
旨
を
受
け
、
禁
裏
御
料
所
回
復

・
禁

裏
修
理

・
誠
仁
親
王
元
服
料
の
奉
仕
を
命
じ
ら
れ
る
。

信
長

の
父

・
信
秀
、
禁
裏
修
理
費
四
千
貫
を
献
上
す
る
。

朝

廷

と

信

―‐
長



形
″
奉
ｘ
秘
　
剃
今

す
癖
４

９
充
一―
み
七

狗
が
媚
″
≧
多
宅
レ
を

て
く
子
∬

黙
離
ｏ刊
斜
二ち露
宗そ
我か
静
氏
関
係
図

天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
二
月
、
信
長
は
三

硼
欝
醐
陣
判
靱
卿
螂
脱
繭

（
じ
鱗
ば
れ
碑
雑
郷

四
国
攻
撃
軍
の
最
高
指
揮
官
と
し
、
戦
後
、

誰
暉

（香
川
県
）
を
偶
為
に
、
陸
波ゎ

（徳
島

県
）
を
康
長
に
与
え
、
信
長
が
淡
路
（徳
島
県
）

ま
で
出
陣
し
た
際
、
土
佐

・
伊
予
に
つ
い
て

の
よ
た
か
　
　
ゃ
す

は
決
め
る
と
指
示
し
た
。
ま
た
、
信
孝
は
康

齢
の
君
子じ
と
な
り
、
八
月
ま
で
の
三
か
月
の

出
兵
を
予
定
し
て
い
た
。
康
長
は
、
羽
柴
秀

吉
の
嚇
の
界
蕪
も
隷
子し
と
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、
明
智
光
秀
を
四
国
政
策
の
担
当
か

ら
舛
し
、
新
た
に
柑
府

（織
田
）
偶
錦
十
三み
既

康
長
―
羽
柴
秀
吉
の
系
列
に
任
せ
る
こ
と
を

意
味
し
た
。
光
秀
を
通
じ
た
融
和
政
策
か
ら
、

四
国
を
征
服
し
て
い
く
方
向

へ
と
転
換
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
四
国
征
討
決
定

直
後
のち
鶏
宗そ
勢
静
飛
赫
の
戯
舞
が
示
す
も
の

で
、
早
く
も
陸
波ゎ
か
ら
軍
勢
を
経
麟
し
、
信

長
の
意
向
に
従
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
元

親
は
光
秀
を
通
じ
、
い
ま
だ
融
和
的
な
解
決

を
模
索
し
て
い
た
。

（意
訳
）ち露
宗そ神
静
戴
絲
か
ら
蘇
脳
祉
ュ

宛
紫
方

へ
のこ
碇
意
い
は
ヽ
計
配
で
は
尽っ
く

・し蝉斡ぱ勘」噺た長のの］峰一酔郷常醇呼

物
が
用
意
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
し
、
こ
の
よ
う
車
引
猛
し
た
こ
と
を

結錐
望
９イこ披呼
救犠灘

翻吼戦坤Ж一齢簡諏棚獅設離』脚　　　　〃

渤つィこ軸叫」い報静」おだ籐投仕しも打ぅな

一、御輔上っ“ヽ
湧坤中こ硯膝紺。・痣

肝
（両製
呼
騨
袈
換

を
争
い
望
む
た
め
で
は
な
く
、
た
だ
土

佐
の
門
に
位
置
す
る
城
と
し
て
持
つ
必

要
が
あ
る
た
め
で
す
。

一
、
東
国
を
平
定
さ
れ
帰
陣
さ
れ
た
こ
と

を
祝
い
ま
す
。

一、
碓
蓑
も
一
斜
局
庭
が
述
べ
る
の
で
相

談

し

て
ほ
し

い
。

硼

［光
秀
家
来
］

斎

藤

利

賢充

頼ぢ
辰ζ

養子

［土
岐

一
族

石

谷

幕
府
奉
公
衆
家
］

み
つ
　

ま
さ

光

政

頼

辰

女

子

く
に
ち
か

長
宗
我
部
国
親

八

く58〉
を

と

ｉＣ
ｉ
ど
Ｆ
さ
妊
二
ｈ
ヒ
γ
宅

？
髪
ウ

リ
然
ｔ

，

を

坊

粋

４

各

奉

ウ

ｉ

盈

一

掬
礁
郊
犠

智
跳
必
継

ス

こ

万

掟

辱

ｋ

叫

一

即
推
拶
矮

勢
励
枕
級

輩

離
彊

学綾

暫

暑

穐

Ｖ
綸
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